
In April 2022, Osaka City University and Osaka Prefecture University marge to Osaka Metropolitan University 

Osaka Metropolitan University 
 

 

Title 古代における丹波国氷上郡の空間構成 
Author 服部, 昌之 
Citation 人文研究. 29 巻 6 号, p.439-454. 

Issue Date 1977 
ISSN 0491-3329 
Type Departmental Bulletin Paper 

Textversion Publisher 
Publisher 大阪市立大学文学部 

Description  
 

Placed on: Osaka City University Repository 



25 

［こl'lしにおける丹彼［国l氷 lご郡の
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研究の諄題と方法

P')・東はシ紀皿北は天llli批西は但馬国朝

には瀬li内而に住ぐ加1'1iJII 7げ

t1 4海にttぐHI良川水系の竹田
H本面斜Ihiの双Jjにまたがって

lヽ わば分水界l：の郡と tヽえる。

5郡を分割して丹後国が

川流設船井郡 ・桑111郡が

伽聞II水系の篠山川流城と

1の内倅llいという

け全体に！11通ずる

｛ 

11--• 

り縣とに分けている＾こ

山梨郡に認められるだけである

》る。そこで条屯地割

山

rし‘と考えt.:。占代地城の

KK 70 

L地刑院の 2}j・分の 1空II"“i(kk 64 7X, 

."'},,占地1叱などの文献史料の検ふ胚i(9:

り＇ 
、現山r.,
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2 水上の地形環境

，上郡の領域は．広人なli1ifHを占めるIl.l地とその11り1こ介在する河谷平野

tヽ う：つの地形血から構成される。 Ill地は）P,｝波山地lti西部に相‘りし，後hは
1JIMilll l．．流の佐治JIIとこれに介流する篠山川ド流、お._I:ひ廿11込川の支流の1り

111川のつくる河谷1喝であろ。 i[1J谷平野は瀬） i内削命I1i1iをなす(l,:ifi川と11,1・

而師(I)をなす竹Ili川とが．氷l：盆地の沖li'l1(11 IC:.邸ヽて谷IIl分水外しをなすとl'ヽ

・全li1的にもJうらしt洞谷地形をUと1Jtlしてlヽる。 11I地では ・J~ "'--I、.Mi似

t; • 砂府 • L.it;．ii・lltぶ凝l火店からなる11:i11:府の丹波lMI}1．が北部 ・東部を，流
2) 

”;．如ll府 ・凝l火府からなる 1‘-h]li紀後期のIJ:野ll‘.il料が西1,1'・1ij部を構成し

但馬11~ . t番lrilliとの様をなす山地が栗庇1J1U62.,:iIll、 年41,9,i 

. 2 m, 篠ケ,ff:r1827.0 mと科＜ ．次tヽ で中部のIi:T↑ I:ll654. 0 m，妙兄11I 

.. 2. 0 m.東部の！比i"ィ；620.6 rn．妙約1」564.8 mと低l・, o 

l盆地の平野地形はさわめて科珈IJな‘1りruJf~をボすとともに． ． 西の(li祐

111)川とで沢なったi11J谷、ド野の性格を脳開させる。イ退ulllな平Ihil[ン

佐治lllと北流する1illl川とが．氷.I・.lllf -{ :i生の谷1ド分Il＜昇にて桜し

であり ．また佐治川の谷l応1t,l'fは ,,1i'l:IMの山地が11' （J妥~l1W1flilこ t り

して．Vililll1の谷底ヽ 1内は1liii収，l叶Jii吸印(0が発逹しているから

が允近するのは．11:確に，1えばVIIl.lllliIIJ谷のすぺてでは

1[（i•H 部以北であり，反111野 1fII (,0il{L段l7:）91,fi陵I(ll(IIl 

の役11:1(11が分(liすることが1リJらかに

l11良川

＂ 谷111 ✓，” 
；ぁ．

,IJ..... — 

山屁9C小規役fJ叫

る IIわ近 l75ij•“'

lfu. hll,ii’U(Ilの

IH印 11水系のほとんどの
川と合流し，加占lll筋ヽ

のと名

, ik l :lilIイ四

州島のりI央分

ヵ

心なり

，▲ ＇ ＇ 

1良川の£•KIJヽ
リ，＇
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現在のIl1良川水系が加戎したとの結論をドしている。さらに1jllIIill1911ド流の

広）くな播柏冶地の邸位段丘(hiは占11111 加占911水系のつく C)たも())であり 、

lに対して竹Ill川ド流の,11位段匠とド位段丘とは助Ill.1川水系の出現の鮎

IIし．ド流側の流路のj,船な短縮によるIn]イm:lliによって形成されにと述ペ

tヽる一

佐祐川と竹Ill111のIII珈I谷ヽド野の性格は．こうしt.:JJU11 i JI Iとllli.1911とのI{i)に

面路変史にもとづくものとFi！解される。すなわら．佐ホ川(J)

叫谷、1’・!llfは前，記のように占IKIFiの山地が1I'ii妥fll1Wmi¥11以に1文して、段丘が山

られなし‘°'』'iill町における佐治川位1浙ふさらに佐治川に合流

II.介町）I l. Ith. 111 9 1 1. t31’fl I I. I I 1河Iiil ll. iI(I hi l l l. hi l l l 
也の小河川は．山地からの出口には叫状地をつくり ．9Viれ

ー

し

氾

れるか．

iIlf,＇iiu柑益Il;(ktl1itカ

ー

Illll 1と合流点に

でl四滋130m.
lllllとの合血点の111南町

しにがって佐治J11は和1床勾配が小さく，血、
しながら流れてtヽ るので、(111]加こはn然捉防か
谷、,~」lfが典m狐JI迂l'h'i地

．佐治lllはこの1l：い氾檻l以に対して．tと蝕 ．述搬 ・堆

い．無能iIIJIII(J）状態を］＇．しているので

jj. VIIlIll1のinI谷ヽ l喝は．！、し）1:J 11との介如．i付近をi
,~．流では r1 i1l~hYl山地i

斤：地

似命1か

lヽ るわt

t)Jがれ：しくヽ l

．I.皿 ド

桜して碩；1~

地からの

ーf 

いる

しヽる

JI I.前JII 1JI Iなどの諸X.VILl'-111―’¥..
に沖伍氾愁9!；しカJカ

り，｛

1̂1 ＇ ー

(iti;illh'iru 

んどの河川がlll

l：流部は佐治lll

Jヽ1,:li1 3 0 I n ̀ ．'、しし）"FIii

f 

ヵ

lllとの

匁I1.IJ iii街地西端におし

tヽ 。そのため竹ll1111は佐治111,-

JI 1・;:t-jJが）くさし‘6)である

佐治川と合流する篠llllllは．山南町の1-．詭カ 叫谷‘I

ー
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野は佐治川沿いの河谷とほぼり様な平野地Jrクをみせている。しかし ！卜爵より
I涌．流のJ‘}南町大11「ドにいにるまでは，Ili{l:I付山地の、念斜面がその

おらこむという峡谷をつくり ，それより l゚．流の探邸約200mの艮方形の篠山

盆地を独＼＇r．した地形＿th；しとして lヽ るとともに，氷 l』.I岱と
なって lヽる。

3 佐治川河谷平野

佐治川と i’Ill1 川の河谷ヽド阻j•の地形閲境にみられる特質は ， 条里地割の分布

形態と密接な関連性を(iしている。すなわら，佐治111河谷平野と谷rI1分A9"'
を経てこれに接続する黒｝I：川沿いの沖偵氾濫原には、条！I頃地割の逍構が広く

分(1jするが，竹II.I川の河谷、1［野にはこれが点在的にしか認められないのであ

る。そこで(Jt祐川iriJ 谷ヽ1i]！ r· と竹11•i川河谷平野とに分けて、条用地割の分布

それに対応する仮名頬緊抄の郷の1所在と郷域を考えてみたい。条里地割の分

布形態は第 1I判にポしたが．これは空巾写真によって地割を坪単位に検出

し、さらに視地調介．によって確認したものである。図 l-．の実邸

道 ・水路とな→てtヽ るものであり ，、＇は線はそれがないが坪界線{ 11. i代に畦畔を
有するものである。また坪内の数字は逍存坪名をボし、太実線はこの追存坪

名によって0加しえたり堺線である。郷の比定についてはすでに，til11東lliの
大I.I本地名辞 1ヽ如 ，（以ト・地名t砂と略す）とり澱氷 l:1品、直｝ （以ド郡志と
呼ぶ）が試みているので，この1奸説を再検討することとした。

まず{Ii治川の頃からド流へとlIlfi次条’I1地割追構をみて10<こ}にする。

佐治川蔽 I-．流躙）I＇f.hi町沢野 ・(Il：治 ・旧師の迎阪llItf汎ヽ に． 3ヽ3°¥＼＇の
方｛｛L(条1!•地；1月の jj{{LIょ＇t|測憫所によって 、t'注拠なるのが・ 一般であるか．~・' 
9ァの計測(Il'［は人・・トLのJj位である。以ドも1nlじ）が65町（この分布I(iib‘iは坪l芯

両が1リj確なものを 1IIII，そうでなlヽ ものは I2町として,11・J?:。以下も1,ijじ）
分布する。追(f坪名は1-1I (/1:治の 「）Lノ坪，だけであるが、これを正確なもの

とみれば他地区の例を参照して！l！区両が第 1図の如くなる。この地区の条里

地割のJj位は，隣i妥する(I,:治川1|lド流のそれとは明確に異っており 、氷，1：fF'

内では特異である。 Jj位は遠阪川の流路に対して煩斜した南北線がほぼi(；行

しているため，条’IHJt地を灌水するための主水路を条＇： I！耕地面の最大穎斜虹9
(iall linc)の方向に一致させて地割を施行させたものと考えられろ。この;:

水路はしにがずて条里地割の1認線9こなるものであり．またその1［け水l::::JI.. 
水する条'|!． ~JtJ也L• ＇） I．．流の辿阪川に設けられにと考えられる。ここは佐治 ・

M 2) 
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て大崎地区にも延びている。なお， IIlinJ原川が佐治川に合する氷上町稲畑・

谷村地区，および柏原町の巾心IIi街地の南の兄長地区には主地割から離れた・

地＇，片llが{f在するが，いずれも主地割との間に連続性 ・整合性が認められるの

で， hijー系統の地割とみられる。

以卜の条屯地割には関連の坪地名が数多く追存している。以下にボす通り

である。

氷l：町賀茂一ー 四之坪

闘町沼 ーニッ町

hij町否良一ーしノ坪

MII[」ti山Li-―ーノ坪， ・.ノ坪，六田

l,iJ町南油良 ・シノ坪

同町氷 I• - ――~； • -̂1 2 f•II 

I, iJ町県Ill一 人ノ坪

hil町 l|i辺ー一ーノ坪， ．．ノ坪， こノ坪，四ノ坪，五ノ坪，六ノ坪

liiJ 町横111--— ノ坪， ．，ノ坪，五ノ坪，六ノ坪，八ノ坪，十ーノ坪，

|•そふ

|n]町本郷ー一人ノ坪

hij町稲継 ー一ーノ坪，四ノ坪， 八ノ坪， ｝Lノ坪， I・こ坪， 佐治六

( -て.| •六か ）

,, iJ[DJ石生一ーーノ坪， ジ坪，丘ノ坪，八ノ坪

柏原町母坪 五ノ坪，｝L ノ坪， 1 •→

同町大新屋 ー1|iノ坪， ご‘ノIfl 

|ij町南多f11 -- ．ノ坪，六ノ坪，八ノ坪

こうした坪地名によって坪、ltが明確に復原でき，北東隅が1坪で南へ数え

進み，北西隅の36坪で終る連続式坪並であることが判明し，里界線を第 1図

にぷした。こうした坪並は後述するように佐治川下流の氷l：町朝坂地区や山

南町の条り1でも共通するので，氷し郡全域に共通するものと考えられる。 1ri]
8) 

様の坪並は束隣の多紀郡においても確認されている。しかし，氷 l．．町油良の

ノ坪 l ．．ノ坪 「シノ坪 の位irtによる坪並は，以南の柏朕川・葛野川

沿いの屯区両とは，地割束西線では合致するが南北線が1町東へずれている

のが注意される。この間刈rhiは賀茂地区の 四之坪 の(11:,nとも一致するの
で，対i;!：の御油•井,1.1.四茂地区の条屯，またおそらくは（）屯年I.否良 ・絹

山地区と川）1：縄地区の条里にも共通するものと解される。氷 l：地区の条屯が

i 444) 
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i]様とみれば、 M

）る。このことl

し‘て、地；l~J施行にかt

t地の支配関係の状況（り！郷に

る の郷としては． JI：中郷
＇ ．
 

ー
~

． ＇作'111郷があ(fられる。）,t:rt I 

に！

の北‘にと

るので．｛地名辞iり は前名

うに倭名

との,t,m]にあるか
油 • )|： II a1. t”ii'兌条り

の中心的なtJU
るので，その所{£ICl

,
1
 
氷
r
 

考えられる力，

みでなく、

かろうか。イiI]1J郷の1月1£I,,..

l：町戚松地（刈

に今lnlの、lifiでも fU1りカ

1:1町1|i辺 ・横ll1.

られる。まに必'Pf榔！
械として泌野111ド流0)

1 9こ氷 I..IIII

(i1itJ拙とーの関係でI！れ！加が残るこ

7• E(l）j也；Iij力り(IIh'i6 1II と、‘·’,i(I; （f•JI t出され

!C, 

神rl

部と南

II合併前の沼11村｛

k町1i'I:を追称地とし．さらに

＇，後者は柏l以IU倅 II1を追祢地

しに11j能性が科lヽ 。まにill''

がをとどめ，J. tこ氷 I:PIJ稲り119こ式内?I
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奴々伎神社が位閥するので，この稲畑と対岸の中河原川下流右岸の谷村，お

よび佐治川ぞいの氷 1--:．町朝坂 ・小野付近まで郷域とするのてはないかと推測

される。

佐治川は裔兄城山 (485.2 m )北麓の氷 l：町稲畑から河谷平野の幅か狭陰

となり，山南町井原 ・村森集落の南月で篠山川と合流して加占川となるか

この佐治川ド流と篠山川下流には，氷 I冊．町朝坂，同町小野，山南町草綿， hij

町井原， Irij町谷川， lriJ町大田， f叫］町Fi竜の8か所に条屯地割の分伯が認めら
れる。佐治川左岸の氷ヒ町朝坂の条哩地割は方位N16° E, 面積19町の小規

模なものてあるが，ーノ坪， こノ坪，四ノ坪，五ノ坪，パノ坪，七ノ坪，八

ノ坪， トノ坪の小字名があるので，坪、ltが判明する。その対岸の氷じ町小野

にはN46.5°Ejj位の地‘IIfllが31町の面積を有して展開し，その地割は行政界

をこえて山南町1心地に延びていて，さらにその対岸下流には山南町草綿に」F.

加‘/：地割が面積22町の広さで分布している。このジつの地区における条里地

偲l」は相Ii.に近接した(¥,1.1府にありながら地割線が人きく flI迫しているのは，佐

冶川の流路が大きくメアンダーし（lぶ地集落束方にて河道改修が行われてい

るのが地形図にみえる）てlヽ るので，山麓から河道方向への地形面煩斜， l―. 

流から下流方向への煩斜という氾濫l原の地形条件に応じて， 1-．手の取水口の

位閥とそこから灌漑して耕地面積を最大限にとりうるようにt水路の方向
（地割Jj位）が決定されたものと考えられる。

山南町J1:1泉地区の条屯地割はN1 °W月位をポして1E/j位池削と近似してl
て，西の村森と東の梶へも延長してrfli栢64町を数える。ここは人字J-f:I点・野
坂 ・和Ill．梶などの錯雑地に ：．ノ坪，四ノ坪，ti.ノ坪，八ノ坪， I.ノ坪

の小字名があるので，坪並は明「1で前述の朝坂条弔と同様，柏原川r11F流の
条屯とliiJ一てある。山南町谷川地区の条里地割はN2°Wの方位で，片原条里

と類似しているか，連続性は認められないので別系統と考えねばならない。

山南町大田の地割はN5°Wで面積6町， lri」町下滝のものはN14 ° Eで面積8

町である 。

こうした佐治川卜流域と篠山川流域に相‘りする郷は，井原郷と栗作郷であ

る。 ）Fl恥郷は山南町）j:/り［にその追称を伝えているので，井原条用を郷域の経
済r|l、しとし，佐治川と篠山川との合流点から佐治川のやや 1．手にかけてであ

り，が部条屯をも俎含するのではないかと推定され，小野条'i1区と朝坂条屯

区はこれに対して[hi，辺のように沼貫郷に所属するものであろう。井原郷は‘lL

城宮出I••本簡に 氷I.：l祁井1原郷 I孔ll1とみえて lヽ るの('奈良時代前半の郷

(l46 l 
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れる。したがって竹田川ぞいの条里耕地は佐治川河谷平野の場合とは違っ

て，占代から現在に至るまで不安定な水田耕地が多かったと解される。たた

黒井川流域の条里地割は分布而禎がやや広く，佐治川河谷平野と竹田川本流

の河谷との中間タイプ的な分布形態をみせるのである 。

坪地名の追存状況も悪く，春日町国領の 「六ノ坪，同町多田の 「八ケ

坪」，r廿島町上竹田の 「四ノ坪」，同町南村の う＇くケ坪」などで，これらも相

互に離れているので，坪並の復原は困難である。

竹田川河谷平野に比定しうる 『倭名類緊抄-記載の郷は，船城郷，春日

郷，美和郷，竹田郷，前m郷である。船城郷は春日町船城地区 （春日町合併
前の船城村）に追称をとどめ，歌迎谷に船城神社，長生に舟城神社があるの

で，所在は確かであり，黒井川左岸の長王 ・黒井地区の条里区を郷域の主要

耕地とするものと考えられる。春日郷は春日町春日部地区 （旧春日部村）を

追称地とし，（出閃比定には疑点はな く，竹田川と黒井川との合流点付近の棚

原 ・ヒ日市条里区がこの郷の巾心的な耕地をなすとみられるが，竹田川上流

の国領条里 ・西中山条弔・広瀬条里がこの郷域に入るとすれば広域すぎるの

ではないかとの疑問が残るので， 倭名類緊抄..,fl」本にみえる餘戸郷がこの

竹田川l：流域に相当するという解釈も可能であろう （ここは南北朝 ・宅町期
I I) 

の浮和院領三井庄である）。

又和郷はI|i島町芙和地区 (|[7災和村）と災和川に，竹Ill郷はrn島町竹田地
区 (In竹川村， K竹田 ・中竹ILI・下竹田がある ），前山郷はlriJ町前山地区

(In前山村）と前山川に，それぞれ追称を伝えているので比定は容易で，芙

和郷では東勅使条里と梶原条用が，前山郷では l：竹［I1条里が郷域の生産中心

とみられるが，竹田郷には対応する条＇且地割が見廿らないのである。

以 I．．の竹［「l川流域と前記の佐治川流域を含めて氷 l-．郡全域の条里呼称につ

いては，氷ヒ町犬岡・市辺に小字 1一項条 、『 という 1邸連地名しかなく ，また

史料的な公付けもほとんどないので，明確なこ とはいえない。ただ延久4年
l •9) 

(1072)の 「太政官牒］が唯一の1処連史料であって，石消水八幡宮護国、『の

丹波国氷 1：郡安ITI幽は四至南限が 「南限兄長用逆肝防）f扮山 と記してい
る。逆肝防というのは意味不明であるが、兄艮屯は柏原巾・街地南方に見長の

地名があるので，ここが追称地とみられる。そこでIri]じ丹波国の隣接する諸

郡の1_.；例を調ぺてみると，多紀郡の河内郷と大山ll：の 一条そ人山！見 「ニ
Ill I I l 

条刷1,屯，船J「郡某郷の「・条四枚田用，あるいは多紀郡草南条波々((l部
I h)  

村の「川津屯」，桑川郡野「1牧の I111伏屯 などがあるので．氷」．：郡の場合

(,148 I 
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改J,,J条 ・数祠+r、911(i名如l'li、なlヽしりttよる1ht(j名，in]里で呼称したものと思
れる

5 山 陰 道

古代'1WEtこる山陰逍は，‘I1城ぶなtヽし‘I’・‘Ii．点から発して丹波国に人ると ．
f(1岡盆地から篠Il I盆地，さらに）1<.l・.'l祁を経Illして但｝は国へ通ずるとしヽうコ

スをとってtヽた。 .kt支・野II ・ 小野 ・ 長洒 ． が．iり • 佐治 ． l] 出 • 前浪と t ヽう

.1が延ふ・t兵部省に，；じ載されている駅家である。このうち）＜i:..［から佐治に

ギる駅家は駅馬各8JJ:. l・.I ti¥と,liJ浪の駅家は各5虻とめるので`Hij行は1.hl;
迎佼行はこれから刀岐して丹後国府へ1i1Jう支路と呂えられてtヽる

これらの駅家のうら氷l・郡内に位irtするものにつし‘て 地名辞＼’} は}1'

角のがは{j'.I:の汲りで角字はけずるぺしと tヽ う解訳からiJ<1 ・.m Jfi 11：：．に年iり叫

ふ比定し會{lt治駅を佐治の辿称地と式内社1な地神礼から，’thiUIJ佐治に比＇とし
I Ii I 

lヽ にが、li椰岡謙郎はlIlij者を湖1:tして、石Iいこ ：）く路 1ti畑 穂l刈

兵部 .I I I'左治に f人・道lll '畑人誼 などの関連地名を見IHし、{,tirtを特

定しに。さらに11出駅につlヽては1’f岡林はrli島町 l寸’fII_1の段布に、U!’正してt
I <l I 

る。ここには l'.（i,i )く近ノ I・.：人泣Iノド などのI~係地名が、・忍められるの

でもの1ifr、→品は妥‘りであ；；ぅ

以 l：の如く駅家のIYf在につtヽ てはほぼ妥当な見解ができてし、るのである

が，『［近の具（本的なコースにつlヽ てはこれまで(11Jの指摘もみられなかっにの

である。しかしこの地械の収Il叫兵を詳細吋ll,}足してみると．lfi線逍路の1且

跡が各地に(i在するのが注意さ・れる。具体的には第 II吋にぷしたように． I．う

. l) I:. F (] ̀  l•I l, J I< ̀  L ¥ l ̀  l → N、0 P. 0 R 
である。 rliJiぶのIf［線辺路は多紀郡J1南町の）くllllIIそ＇tヽにも S T. U ＼'か

....うしt.:ll'｛線逍路は国逍 ‘176り線や佐治 び1;．Ilりの幹線逍路として現在(」,

lijされてtヽるIX.Ililが多lヽが．¢hili5 rn 4ミ満の小道や股道もあり ，また() 13 
レQ I―くの2つのIi'［線迎路は柏l恥1ifl1地をへだてて完全に連続してtヽる。 li'l

Iiiしは投及3年から製安3年の間は樅IIIt席3.6 }j•石の城ド町であり ． Jtt吠 8 年

以降は1il凶町となっ／こが．IIIi行のII'i綜追路はぶ来ll'i糾していたのが．城 F町

仕設により中途で遮断されたものと考えられる。さらにこれらのII'i線道路9

lヽ ずれも明治111期に作製された地籍図をみると小字界となってtヽ るので少

レi、JI、¢r.:!AI戎江以前に・朔ろことは確かである。

，
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そこでこうした道路にそって地窮図を調ぺると， Q 、1はの南 jj に 「 人•細

手 I,L点に 1大路J,J Kにそって ［人道」「料罷手」「油律路」［縄手

越」， l点の北に 「小川縄手 Jなどの字名がみられる。大逍・大路は古代宜

直ぞいによくみられる呼称であり，また縄手は汁両的に建設された直線逍路
2 (l) 

とtヽ う意味かあると指摘されている。さらにJ点南Jjに 「ーノ坪J「□．ノ坪」

「こノ坪 「四ノ坪 i斤．ノ坪 1「六ノ坪」という一連の坪地名が1h線逍路にそ

って並んでいるのが注flされる。これらの坪地名が周辺の11:Ij位地割とは異

なる， 11'［線追路を基準とする/j格地割のなかにあり，しかも坪の進行IJ向が
周辺の条里にみられる坪並とは逆である。この ·1~;火は氷 l:l祁における統 -·(t'-J

な条屯地割と条り牡坪、l(；が成立する前に，直線道路をム訊出とする占い地割と坪

呼称が(f•• (［した ことをぶしているように考えられる 。しにがってこうした 1r'i

線道路を占代‘印月の痕跡と考えて液支えがないものと判断されるので，）1<I・. 

I祁における山陰叫は篠山盆地の多紀郡艮柄駅から水 l：郡内に人づたあと，佐

治川inJ谷平野を東南から北西／j向へ，而線道路を途巾でとりなから佐治駅か

ら遠阪峠をこえて(ll馬国へII、l」ったものであろう。古代の朴両的に測：，t建設さ
•9 1) 

れた1l'i線道路が最近全国的に注IIされているが，ここ）KI:l恨では古生I門山地

か直接沖積氾濫原にのぞむという即禎盆地の地形条件から， 1（｛線ルートとは

いっても長い距離はとれないので，山脚から次の山脚をII指してll'［線ルート

をとりながらも，全体として.tfl！積盆地を東IIから北西へじ ぐさぐに進むと lヽ

うルートになったものと解される。 R点から東南へは明確にしがたtヽ が，鈍

坂ないし金山付近で山をこえて篠山川支流の大山川の河谷へ人り， S T 

を経由して長柄駅へ逆したものてあろう。

L,9ばから北へM点に向う直線近路にそって「作り直 lとtヽ う小字名が3か

所認められる。この 「作り追 とlヽ う小字は求部府木律町にもあって， 4k(・• 
求のli京中軸線をなす直線計画迅路であることを足利健必か指摘している

,'l) 

し，また ‘fi•安ボの羅城Il'］から真南へ向う道路か島羽必直と呼はれて l ヽるの

で，ここの ＇作り道 も11;J様に占代の計袖i追路とみなしてよい。したかって

この1(-(線道路は山陰近から分れて北東へ向い，前i記したf:I出駅を経て月後l目

府へ屯る山陰道文路と推定される。このルートにもW ・-X, Y・ ZなどのII¥

腺祁分があるか，山陀近4砂ートほと明確てないのは，条＇ 1！地割の辿構と1Iij
様に竹田川河谷の地形条件によってiり道の追構が残り難かっにも 0)であろう

か。なお，山陰近から支路を1，}つ分岐点Lは拍角駅の位irtであり，それはrlil

述の谷巾分水界の 水庁れ '1 にあ・たるのは注意してよt、9:1i実である。

i 450 
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6 古代氷上郡の空間揖成

I•Ililの氷iJIJ とみえるので，lJIIIIilllは古代にお

が日）られる。氷 I池しヽう郡名はしたがって文字通

地名であるから.4む店の氷 l：なる地域名称は佐治
ところが7世紀」：から 8世紀切頭における地JjiI

しては、この佐治lll流域とt’flll川流

1:、，平の領域とされにU)である

tヽる一

It南の場を捉供する河谷、四fu)地1［狂屎悦

うに佐治llliIIJ谷と竹田川河谷では明確に

t ヽる。佐治川河谷 ‘li•『fl；；，ヤEll".1ないし 1.1IIEI11の山地が直接沖h'i氾濫Ij；しに接 し

がゆるやかなjii!h'i盆地となっているのに対して，竹Itl川訓谷平野はi1,J

9-:.rぇ丘が発達して lヽ るため沖禎氾濫l！ばは狭小であり ．まに佐治川が無能河川

であるのに、竹11]川の河川常j」は）gさいのである。しにがって条＇ ：I！地割の分

(liはこうしt:.iuJ谷平野の地形条件と密接なOO述性が忍められ．佐治lll流城で

は地19J分布が広筒IJりであるが． 竹 ll:IJII流域では点(•E的である。条＇．I！地1,1j i}{iJ

の核心地は佐治111がi(1原川を合する付近であるが，ここは1.I:Ij位地；り］が広く

りされてtヽ る。しかも氷 I:．1祁全域の条屯地；り」は，この1.EIJ位地割

ないしそれに近似しに地'II,1jが,;t越分・{Iiするのが注意される。こうしたIEJj(¥i.

地割はは接する多紀郡の篠山盆地（第 1図にその 1部をI)；す）．免IH・船J.I

郡のfu岡盆地）ミlil郡のt設）山盆地 ・綾部盆地や但馬国のも：岡盆地にも｀認め
っれ．中央政権所｛I:地たる忠内における奈良盆地 ・ポ都盆地 ・）く阪ヽ I'野など
と 1ld様に、 原則としてiEIj{、［地割を統→的に施打しようとした政治的邸I~か

仰測される。しかしこうした1i;m1Jをi’l徹でさなかった地区があろのは，地lf:

くものと考えられよう

仮名煩来抄，：‘：iIl」,『4こによると、針ifIi,）ド1fl,1l;iii （こ れは「•IJ ；ドの叫り WI.

る''船越 6部 ，芙和．t‘Il,11,1]1JIL {Iiifi, ｛}川I，賀茂．

, f{it'I.）i:IikのlG郷が氷 I・.I昴を構成して tヽ る。しかい料(1

ら，以 l・東縣 ，9liiti-)t:ll]の8郷を 以 1：西縣 とit,iじし

をひくのである。 111]様の'l'例を他に求めると，1|l斐11れll兒郡に
ィ已 I・.Ji.郷 1..)束郡 已 I・.Ii~．郷あ西郡 とみえるのが唯・のケースで

，こうしに郡の分割は般に10世紀に）ヽってからであり ，令制郡としての

えると 17 から

1151 
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2 h) 

実態の変化を物語るものと説明されているが，氷 I．．郡はこれより早い時期か

ら束縣，西縣というこつの地区が地方行政 l̂．において意識されていたように

息われる。というのは倭名類痰抄郷名の記載順が栗作郷から前山郷までが郡

束祁を南から北へ，ついで佐治郷から）~I原郷が郡西祁を北から南へとあげて

おり，それは前記した郷の比定の通り束縣の諸郷が篠山川下流域と谷rI 1分水

界に近い柏原川流域の 3郷につづいて竹111川にそって 1鴫．流からド流へとポさ

れ，ついで西縣の諸郷が佐治川にそって 1：流からド流へとポされているのが

明白であるが，郡成立当初からこのでつの地域から構成されるという状況が

明確にされていたのではなし、かと考えられるからである。つまり谷巾分水界

によって東の竹Ir I川流域と西の佐治川流域を一括して郡域を構成しようとす

る政治的忍図の(f• {J：がうかがわれるのである。ちなみに郷と条用地胄lj との対

応関係からみると，西縣語郷は＇な延した条屯耕 地からなる 「＇邸郷 l的性格を

イjするのに対し，束縣諸郷はイ、安定で狭小な条叫）f地からなる I狭郷 的特

徴かみられるのて， 栗作 でぷされるような出 ・山出 ・樹木畠か稲作とシ

もに重要な経済(llfi(ll'［をもっていたのてはなかろうか。延対民祁式の父易雑物

とE汁の記載内容を検村してみると ，丹波l目ではこの栗のほかに，lij邸・

栗 ・人豆 ・漆 ．蜀椒や絹 ・綿 ・糸なとの生廂物かあけられているか，束縣語

郷ではこうした物商かとくに重要な地位をしめていにものであろう。

今回の調杏で）k|郡を東南から西北へ横切る山陰ルートと，それから屈角

駅で分岐する支路を推俎し，山陰道は統•的な条用フランの成立より以前に

建設された11J能性かあることを指摘したが，文路は丹後国を分骰しに和銅6

年以降の測設と考えられる。しかし）'.I<I郡はこうした『［近の建設以前におい

ても ，水陸交通において屯炊な役内りを求していにことか.£fl！解される。蚊近山

南町JI:1原において丸llI占収か調介されたか， 4世紀末染から 6世紀III菜まで

継続して築造された占瑣群てあり，とくにその匹ltの前Jj後円1ftは多紀郡城
, 7) 

束町のrぷ部1i塚占墳に先行するイ「）］な古項と推測されている。この古禎群の
t地点か佐治川と篠山川との合流点に接近した揚所を占めるのかとくに注忍
をひきつけるわけで，加古川 1-．流の水迎を常握する(¥[i[1といえる。おそら/

この時期には加占川一佐治川コースは， 1：流の過阪峠越えで但島のI'］山川

ヘ，また谷水分水界越えで竹IIf川ー1:1I良川へという水陸父通の花要な幹線が

成立しており，瀬'i内海斜1f1iと日本而斜面を連絡していたものてあろう。と

くに標此i僅か98mの沖禎面で，本州品中央分水界としては以低位である石'.I:

の谷中分水界は通過が容易であり， JJ11古）1|水系とll・I良川水系を辿絡するため

! 1」・

5" ＂ 

452 
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